
令和２年３月における会員の財務状況等
日本商品委託者保護基金

１.会員数の状況

　会員数は前月から1社減少し２５社。内訳は受託会員１４社、取次会員１１社となっている。

２.委託者数等の状況
　委託者数は延べ８０,１７８人で前月から２７４人増加した一方、建玉委託者数は１０,０７１人で前月から１,４０２
人減少となった。また、役職員数は３,８０９人で前月から５５人減少した。

３．委託建玉及び預り証拠金の状況
　委託建玉は４６５,３７２枚で前月から２０,３７８枚減少したにもかかわらず、預り証拠金は１,３８８億６３百万円と
なり前月から９９億５百万円増加した。その要因は、原油に関する預り証拠金が大きく増えた会員がいたためで
ある。なお、委託者に占める建玉委託者は１２．６％となり前月から１.８ポイント減少した。

４．純資産額の状況
　会員の純資産額は総額３,３９８億３０百万円となり、前月から３９億６１百万円の増加となった。

５．損益状況
　今月の当期純損益について、黒字の会社が１４社、赤字の会社が１１社であった。委託取引高が６７６万枚を
記録したことで「商品先物取引に係る受取委託手数料」が増加、「その他のトレーディング損益」が赤字となった
ものの「営業外収益」が５６億円の黒字となったことから、今月の純損益は６８億円となった。

６．取引高の状況
　委託取引高は、新型コロナウィルスの影響により市場環境が極端に不安定化し相場が大きく動いたことで６７
６万枚を記録、平成２０年２月以来の６００万枚の大台達成であった。特に、金標準取引（前月比１８５万枚（１１
１.０%）増の３５２万枚）、白金標準取引（前月比４１万枚（８１.６％）増の９１万枚）及び原油（前月比４０万枚（７６．
７％）増の９２万枚）が活況を呈した。
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